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詠
雪
唱
和
に
見
る
慶
暦
以
降
の
梅
堯
臣
詩

大

井

さ

き

は
じ
め
に

慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
～
一
〇
四
八
）
後
半
、
梅
堯
臣
（
一
〇

〇
二
～
一
〇
六
〇
）
は
従
来
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
常

の
細
部
を
盛
ん
に
詩
に
取
り
入
れ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
花
鳥

風
月
な
ど
伝
統
的
な
主
題
に
あ
ま
り
重
点
を
置
か
な
く
な
る
と
い

う
傾
向
を
生
み
出
し
た
。
唐
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
詩
の
定
型
か
ら

外
れ
て
い
こ
う
す
る
こ
の
時
期
の
試
み
は
、
梅
堯
臣
詩
の
特
徴
を

形
作
り
、
ひ
い
て
は
宋
代
の
新
し
い
詩
風
を
切
り
開
く
こ
と
に
関

与
し
た
と
予
想
で
き
る
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
慶
暦
年
間
を
過
ぎ

た
頃
よ
り
、
伝
統
的
な
主
題
を
回
避
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
少
な

く
と
も
梅
堯
臣
の
詩
作
か
ら
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
詩

体
の
傾
向
も
変
わ
る
。
慶
暦
後
期
に
は
五
言
古
詩
が
詩
作
の
中
心

だ
っ
た
の
が
、
律
詩
や
七
言
の
詩
が
多
く
を
占
め
始
め
る
。
表
面

的
に
は
慶
暦
後
期
の
試
み
に
対
す
る
「
揺
り
戻
し
」
と
も
言
う
べ

き
現
象
を
観
察
で
き
る
。
本
稿
で
は
「
揺
り
戻
し
」
の
実
態
に
迫

る
た
め
に
、
慶
暦
以
降
の
、
古
来
頻
繁
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た
事
物

を
詠
じ
る
作
に
注
目
し
て
み
た
い
。
分
析
の
対
象
は
「
雪
」
に
絞

る
こ
と
に
す
る
。
「
雪
」
は
、
多
様
な
種
類
が
あ
る
「
花
」
「
鳥
」

に
比
べ
て
分
析
し
や
す
く
、「
月
」
よ
り
も
残
さ
れ
た
作
品
数
が
多

い
。
さ
ら
に
、
晩
年
に
欧
陽
脩
と
共
有
し
た
「
白
戦
体
」
と
呼
ば

れ
る
試
み
で
も
知
ら
れ
る
主
題
で
あ
り
、
晩
年
の
創
作
を
考
察
す

る
上
で
も
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
慶
暦
以
降
の
詠
雪
詩
を
手
が

か
り
に
、
伝
統
に
回
帰
し
た
点
と
慶
暦
後
期
の
試
み
を
継
承
し
た

点
、
及
び
回
帰
と
継
承
と
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一

主
題
に
見
え
る
変
化

慶
暦
後
期
前
後
の
詩
を
見
渡
し
た
限
り
で
は
、
主
題
に
上
述
の

よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
伝
統

的
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た
事
物
と
そ
う
で
な
い
事
物
と
を
判
別
す
る

の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
雪
と
い
う
主
題
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
梅
堯
臣
詩
に
お
け

る
の
雪
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
を
編
年
順
に
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、

慶
暦
年
間
ま
で
の
状
況
で
あ
る
［
１
］
。

天
聖
九
年
（
一
〇
三
一
）
「
舟
中
遇
雪
」（
五
律
）
「
塗
中
遇
雪
寄
希

深
」（
五
律
）

景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
「
雪
詠
」（
五
律
）
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宝
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
「
縣
齋
對
雪
」（
五
古
八
句
）
「
九
月
都
下
對

雪
寄
永
叔
師
魯
」（
五
古
十
二
句
）
「
臘
日
雪
」（
五
律
）

宝
元
二
年
（
一
〇
三
九
）
「
襄
城
對
雪
」
其
一
、
其
二
（
五
古
八
句
）

慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）
「
依
韻
和
師
直
仲
春
雪
中
馬
上
」（
五
律
）

「
和
師
直
早
春
雪
後
五
壠
道
中
作
」（
五
古
十
二
句
）

慶
暦
二
年
（
一
〇
四
二
）「
春
日
舟
中
對
雪
寄
刁
經
臣
」（
五
律
）
「
依

韻
和
達
觀
禪
師
春
日
雪
中
見
寄
」（
五
律
）

慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）
「
暮
雪
」（
五
古
十
二
句
）
「
西
湖
對
雪
」（
五

律
）
「
依
韻
和
資
政
侍
郎
雪
後
書
事
」（
七
絶
）
「
依
韻
和
資
政
侍
郎

雪
後
登
看
山
亭
」（
七
絶
）
「
雪
中
通
判
家
飮
迴
」（
七
古
十
二
句
）
「
雪

後
資
政
侍
郎
西
湖
宴
集
偶
書
」（
五
律
）

慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）
「
和
道
損
喜
雪
」（
五
排
十
六
句
）

慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
）
「
對
殘
雪
懷
歐
陽
永
叔
」（
五
古
八
句
）
「
遲

雪
」（
五
律
）
「
欲
雪
復
晴
」（
五
律
）
「
和
人
雪
意
」（
五
古
二
十
句
）
「
和

欲
雪
二
首
」
其
一
、
其
二
（
五
律
）
「
和
十
二
月
十
七
日
雪
」（
七

律
）

慶
暦
後
期
（
慶
暦
四
～
八
年
）
に
も
一
見
雪
が
盛
ん
に
詠
じ
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と
詩
作
環
境
に
偏
り
が
あ
る
。
慶

暦
五
年
の
作
は
「
資
政
侍
郎
」
す
な
わ
ち
許
州
知
事
の
王
挙
正
、

「
通
判
」
氏
名
不
詳
だ
が
州
の
副
長
官
と
の
唱
和
に
見
え
る
。
許

州
赴
任
直
後
に
は
ま
だ
韓
維
ら
年
少
の
友
人
た
ち
と
の
交
流
は
始

ま
っ
て
お
ら
ず
、
「
暮
雪
」
「
西
湖
對
雪
」
も
環
境
を
共
有
す
る
相

手
が
い
た
と
す
れ
ば
二
名
の
う
ち
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う
。
慶
暦
八
年

の
後
半
四
首
、
「
和
人
雪
意
」
「
和
欲
雪
二
首
」
「
和
十
二
月
十
七

日
雪
」
は
唱
和
し
た
相
手
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
時
期
的
に

も
前
後
の
詩
か
ら
考
え
て
も
、
相
手
は
陳
州
知
事
の
晏
殊
で
あ
ろ

う
。
「
遲
雪
」
「
欲
雪
復
晴
」
二
首
も
前
後
の
詩
か
ら
陳
州
で
の
作

と
推
測
で
き
る
の
で
、
晏
殊
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
半

が
上
官
と
の
間
で
の
作
な
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
盛
ん
に
交
流
し
た

若
者
た
ち
と
の
唱
和
は
、
そ
の
中
で
最
年
長
の
王
沖
と
の
作
が
例

外
的
に
残
る
の
み
で
、
ほ
か
一
首
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時

期
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
詩
作
に
お
い
て
、
雪
は
詠
物
の
主
体

的
に
選
択
さ
れ
る
対
象
と
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

続
く
皇
祐
年
間
か
ら
没
年
ま
で
は
様
相
が
異
な
る
。

皇
祐
元
年
（
一
〇
四
九
）
「
春
雪
」（
五
古
二
十
二
句
）
「
和
謝
公
儀
學

士
正
月
十
七
日
雨
後
復
雪
」（
七
律
）

皇
祐
二
年
（
一
〇
五
〇
）
「
潘
樂
二
君
對
雪
寄
聲
似
欲
予
賦
適
方
知

之
走
筆
奉
呈
」（
五
律
）
「
雪
中
懷
廣
教
真
上
人
」（
五
古
八
句
）

皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）「
和
江
鄰
幾
詠
雪
二
十
韻
」（
五
排
四
十
句
）

「
次
韻
和
韓
持
國
京
師
雪
」（
五
排
三
十
六
句
）

皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
）「
上
元
夜
雪
有
感
」（
五
古
八
句
）「
上
元
雪
」

（
五
古
六
句
）
「
十
二
月
十
三
日
喜
雪
」（
七
古
十
句
）
「
除
夜
雪
」（
五

律
）

皇
祐
五
年
（
一
〇
五
三
）
「
二
月
四
日
雪
」（
七
古
十
四
句

雑
言
）
「
十

五
日
雪
三
首
」
其
一
、
其
二
、
其
三
（
五
律
）

至
和
元
年
（
一
〇
五
四
）「
嘉
雪
應
祈
呈
權
郡
通
判
」（
七
絶
）
「
雪
」

（
五
律
）

嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
）
「
依
韻
和
許
待
制
春
雪
」（
五
律
）
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嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
「
二
月
五
日
雪
」（
五
律
）
「
依
韻
和
吳
長

文
舍
人
對
雪
懷
永
叔
內
翰
」（
七
律
）

嘉
祐
三
年
（
一
〇
五
八
）
「
元
日
閤
門
拜
表
遇
雪
呈
永
叔
」（
七
律
）

「
依
韻
和
王
景
彝
對
雪
」（
七
律
）
「
次
韻
和
王
景
彝
十
四
日
冒
雪

晩
歸
」（
七
律
）
「
次
韻
和
酬
刁
景
純
春
雪
戲
意
」（
七
律
）
「
次
韻
和

酬
楊
樂
道
待
制
詠
雪
」（
五
排
十
六
句
）
「
次
韻
和
范
景
仁
舍
人
對

雪
」（
五
排
二
十
句
）

嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
「
次
韻
和
景
仁
對
雪
」（
五
排
二
十
句
）
「
次

韻
三
和
景
仁
對
雪
」（
五
排
二
十
句
）「
二
十
五
日
雪
」（
五
古
八
句
）「
次

韻
和
永
叔
對
雪
十
韻
」（
五
排
二
十
句
）

嘉
祐
五
年
（
一
〇
六
〇
）「
次
韻
劉
原
甫
社
後
對
雪
」（
五
排
二
十
句
）

「
次
韻
永
叔
二
月
雪
」（
七
古
十
句

雑
言
）

詩
型
が
豊
富
に
な
り
、
特
に
長
篇
の
排
律
が
繰
り
返
し
作
ら
れ
る
。

大
半
が
唱
和
詩
で
、
主
題
の
選
択
は
相
手
に
よ
る
場
合
が
多
い
が
、

王
挙
正
や
晏
殊
と
の
唱
和
の
よ
う
な
上
官
と
の
付
き
合
い
の
た
め

の
詠
雪
と
は
質
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
皇
祐
三
年
の
作

に
名
が
見
え
る
韓
持
國
（
韓
維
）
は
、
許
州
に
て
盛
ん
に
応
酬
し

た
若
者
の
一
人
で
、
彼
ら
と
の
気
の
置
け
な
い
関
係
性
は
慶
暦
後

期
の
作
の
中
に
よ
く
表
れ
て
い
る
［
２
］
。
一
時
期
に
唱
和
を
繰
り
返

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
梅
堯
臣
と
韓
維
と
の
間
に
一
定
の
詩
作

に
関
す
る
共
通
認
識
が
あ
り
、
梅
堯
臣
自
身
が
積
極
的
に
雪
を
詠

じ
て
い
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

慶
暦
後
期
に
は
、
従
来
の
詩
に
う
た
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物

を
頻
り
に
取
り
上
げ
る
反
面
、
詩
と
し
て
陳
腐
と
思
わ
れ
る
事
物

は
自
分
か
ら
進
ん
で
詠
じ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
少
な
く
と
も

雪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
皇
祐
年

間
の
頃
よ
り
、
典
型
的
な
主
題
で
あ
っ
て
も
敢
え
て
避
け
る
こ
と

は
し
な
く
な
る
。
慶
暦
後
期
よ
り
後
の
時
期
の
詩
作
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
と
き
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
題
の
変
化
は
重
要
な
一
つ

の
視
座
と
な
る
だ
ろ
う
。
右
の
一
覧
の
う
ち
、
嘉
祐
四
年
の
「
次

韻
和
永
叔
對
雪
十
韻
」
は
玉
、
月
、
梨
な
ど
の
語
の
使
用
を
禁
止

し
た
、「
白
戦
体
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
試
み
た
も
の
と
し
て
知
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
晩
年
の
実
践
と
慶
暦
後
期
の
試
み
と
を
繋
ぐ
詩

作
活
動
と
し
て
、
手
始
め
に
皇
祐
三
年
の
詠
雪
唱
和
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

二

皇
祐
の
詠
雪
唱
和

皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）、
父
の
服
喪
を
終
え
た
梅
堯
臣
は
、
五

月
に
都
汴
京
に
到
着
し
、
冬
十
一
月
、
江
休
復
や
韓
維
、
劉
敞
、

劉
攽
兄
弟
と
の
間
で
「
雪
」
を
主
題
と
し
た
唱
和
を
行
っ
た
。

第
一
次
：
江
休
復
に
対
す
る
唱
和

江
休
復
「
詠
雪
」（
佚
）

梅
堯
臣
「
和
江
鄰
幾
詠
雪
二
十
韻
」

句
、
上
平
虞
・
模
韻
。

40

韓
維
「
奉
同
鄰
幾
對
」［
３
］

句
、
上
平
斉
韻
。

36

劉
敞
「
奉
同
鄰
幾
詠
雪
」

句
、
上
平
東
韻
。

36

劉
敞
「
再
和
鄰
幾
」

句
、
下
平
尤
・
侯
・
幽
韻
。

40

第
二
次
：
韓
維
の
和
詩
へ
の
次
韻
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韓
維
「
奉
同
鄰
幾
對
」

句
、
上
平
斉
韻
。

36

梅
堯
臣
「
次
韻
和
韓
持
國
京
師
雪
」

劉
敞
「
和
鄰
幾
聖
兪
持
國
雪
十
八
韻
依
次
用
」［
４
］

劉
攽
「
次
韻
和
韓
持
國
雪
二
十
韻
」［
５
］

江
休
復
（
一
〇
〇
五
～
一
〇
六
〇
、
字
は
鄰
幾
）
は
当
時
四
十

七
歲
、
梅
堯
臣
は
五
十
歲
だ
っ
た
の
で
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
る
。
慶

暦
六
年
、
蔡
州
の
監
税
官
だ
っ
た
時
に
、
許
昌
赴
任
中
の
梅
堯
臣

と
書
簡
を
交
わ
し
た
の
が
最
も
早
い
交
流
の
記
録
で
あ
る
。
皇
祐

年
間
（
一
〇
四
九
～
一
〇
五
四
）
の
初
め
頃
よ
り
、
集
賢
校
理
と

し
て
都
に
戻
っ
て
お
り
、
皇
祐
三
年
以
降
梅
堯
臣
と
の
往
来
が
密

に
な
る
。
韓
維
（
一
〇
一
七
～
一
〇
九
八
、
字
は
持
国
）
は
三
十

五
歲
。
慶
暦
六
年
よ
り
梅
堯
臣
と
交
流
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
冬
か

ら
翌
年
夏
に
か
け
て
許
昌
に
て
盛
ん
に
応
酬
し
た
。
皇
祐
初
め
に

は
都
に
滞
在
し
て
お
り
、
江
休
復
と
の
交
流
は
こ
の
時
よ
り
始
ま

る
。
劉
敞
（
一
〇
一
九
～
一
〇
六
八
、
字
は
原
父
〔
原
甫
〕）
は
三

十
三
歲
、
弟
の
劉
攽
（
一
○
二
三
～
一
○
八
九
、
字
は
貢
父
〔
貢

甫
〕）
は
二
十
九
歲
、
共
に
慶
暦
六
年
の
進
士
で
あ
る
。
皇
祐
三
年

の
二
月
に
喪
が
明
け
、
二
人
と
も
都
に
戻
っ
て
い
た
。
梅
堯
臣
と

は
宝
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
に
や
り
取
り
が
あ
っ
た
形
跡
が
あ
る

が
、
本
格
的
な
交
流
は
皇
祐
三
年
か
ら
で
あ
る
［
６
］
。
劉
敞
と
は
梅

堯
臣
の
没
年
ま
で
頻
繁
な
往
来
が
続
く
。
劉
攽
は
地
方
官
を
歴
任

し
た
た
め
、
応
酬
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。
韓
維
と
劉
氏
兄
弟
は

ほ
ぼ
同
年
代
で
、
梅
江
と
は
約
二
十
～
三
十
歲
の
開
き
が
あ
る
。

皇
祐
三
年
の
詠
雪
唱
和
に
お
け
る
江
休
復
の
原
唱
は
残
ら
な
い
。

他
三
名
の
和
詩
か
ら
考
え
て
全
三
十
六
句
か
四
十
句
、
い
ず
れ
か

の
五
言
排
律
だ
ろ
う
。
梅
堯
臣
「
和
江
鄰
幾
詠
雪
二
十
韻
」
第
39

句
に
「
黃
昏
特
過
我
（
黃
昏

特
に
我
に
過
る
）
」
と
あ
る
の
で
、

よ
ぎ

あ
る
夕
方
に
江
休
復
が
梅
堯
臣
を
訪
ね
て
、
詩
作
を
共
に
し
た
よ

う
で
あ
る
。
過
っ
た
の
が
韓
維
、
劉
敞
劉
攽
兄
弟
も
含
み
、
皆
が

梅
堯
臣
宅
に
集
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
江
休
復
の

訪
問
が
唱
和
の
発
端
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以
下
、
梅
堯

臣
の
詩
作
を
中
心
に
見
て
い
く
。

（
１
）
第
一
次
唱
和

ま
ず
、
江
休
復
の
作
に
対
し
て
各
々
が
別
の
韻
で
和
し
た
「
第

一
次
」
の
作
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
古
来
数
多
く
の
詩
人
た

ち
に
表
現
さ
れ
て
き
た
題
材
を
四
十
句
も
の
長
篇
で
、
言
葉
を
尽

く
し
て
描
き
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
先
行
作
品

を
も
た
な
い
事
物
を
詠
じ
る
の
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
あ
る
程
度

の
難
易
度
が
あ
る
と
言
え
る
。
対
句
、
平
仄
を
整
え
、
江
休
復
の

原
唱
と
表
現
の
重
複
を
避
け
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
限
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
雪
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
、
意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
数
句
ず
つ
区
切
り
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

「
和
江
鄰
幾
詠
雪
二
十
韻
」［
７
］

１
十
一
月
將
雪

十
一
月

將
に
雪
ふ
ら
ん
と
し

２
寒
誰
計
有
無

寒
さ

誰
か
有
無
を
計
ら
ん
や

３
雲
橫
凍
鵩
翼

雲

橫
た
は
り
て
凍
鵩
の
翼
の
ご
と
く
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４
霰
集
泣
蛟
珠

霰

集
ま
り
て
泣
蛟
の
珠
の
ご
と
し

５
萬
里
風
爲
使

萬
里

風
を
使
ひ
と
爲
し

６
千
門
玉
作
樞

千
門

玉
も
て
樞
を
作
る

７
縞
衣
來
自
鄭

縞
衣

來
た
る
に
鄭
自
り
し

よ

８
濤
鷺
卷
從
吳

濤
鷺

卷
く
に
吳
從
り
す

よ

９
積
甲
聞
熊
耳

甲
を
積
み
て
熊
耳
聞
こ
え

觀
鵞
入
越
都

鵞
を
觀
ん
と
し
て
越
都
に
入
る

10
す
で
に
伝
統
的
な
題
材
で
あ
る
か
ら
、
雪
が
降
る
様
子
を
こ
と

細
か
に
描
写
す
る
必
要
は
な
く
、
全
て
を
比
喩
に
よ
っ
て
表
現
す

る
。「
白
い
」「
積
も
る
」
な
ど
雪
と
性
質
を
同
じ
く
す
る
物
を
「
鄭
」

「
吳
」
「
熊
耳
（
洛
陽
市
宜
陽
県
西
の
山
名
）
」
「
越
都
」
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
か
ら
集
め
、
対
句
や
平
仄
に
配
慮
し
つ
つ
効

果
的
に
配
置
し
、
万
里
の
彼
方
ま
で
包
み
込
む
雪
を
描
き
出
す
。

雪
そ
の
も
の
と
直
接
関
係
の
な
い
故
事
に
よ
っ
て
、
独
自
の
雪
表

現
を
追
求
し
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
第
九
句
は
、
後
漢
の
初
め
赤

眉
（
王
莽
の
時
、
樊
崇
を
首
領
と
し
た
義
軍
）
が
光
武
帝
に
投
降

し
た
時
に
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
鎧
甲
が
熊
耳
山
ほ
ど
に
も
な
っ
た

と
い
う
『
後
漢
書
』
劉
盆
子
伝
［
８
］

の
逸
話
を
用
い
る
が
、
李
白

「
送
外
甥
鄭
灌
從
軍
三
首
」
其
二
「
破
胡
必
用
龍
韜
策
、
積
甲
應

將
熊
耳
齊
（
胡
を
破
る
に
必
ず
龍
韜
の
策
を
用
ひ
よ
、
甲
を
積
む

こ
と
應
に
熊
耳
と
齊
し
か
る
べ
し
）
」
な
ど
戦
役
に
関
わ
る
詩
に

ひ
と

用
い
ら
れ
、
「
積
も
る
」
と
い
う
一
点
で
雪
と
結
び
付
け
ら
れ
た
例

は
確
認
で
き
な
い
。
梅
堯
臣
は
後
に
も
「
次
韻
三
和
景
仁
對
雪
」

（
嘉
祐
四
年
〔
一
〇
五
九
〕
）
「
受
降
鍪
甲
積
、
罷
獵
羽
毛
鋪
（
降

を
受
け
て
鍪
甲
積
ま
れ
、
獵
を
罷
め
て
羽
毛
鋪
か
る
）
」
と
、
こ
の

や

し

比
喩
を
使
用
す
る
。「
白
戦
体
」
で
知
ら
れ
る
「
次
韻
和
永
叔
對
雪

十
韻
」
（
嘉
祐
四
年
）
の
「
雲
衣
隨
處
積
、
水
甲
等
閒
屯
（
雲
衣

隨
處
に
積
も
り
、
水
甲

等
閒
に
屯
す
）
」
に
見
え
る
「
水
甲
」
は

用
例
未
見
の
語
だ
が
、「
積
甲
」
の
比
喩
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
形

と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
典
故
表
現
の
使
用
と
い
う
点
で

は
伝
統
に
則
し
て
い
る
が
、
描
写
対
象
と
原
典
の
内
容
と
の
間
に

共
通
点
を
見
出
す
と
き
の
目
の
付
け
方
に
意
外
性
が
あ
り
、
斬
新

さ
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

庭
槐
高
臃
腫

庭
槐

高
く
し
て
臃
腫
た
り

11
屋
蓋
素
模
胡

屋
蓋

素
く
し
て
模
胡
た
り

し
ろ

12
騁
巧
能
藏
醜

巧
を
騁
せ
て
能
く
醜
を
藏
し

か
く

13
論
功
解
飾
枯

功
を
論
じ
て
解
く
枯
を
飾
る

14
巢
禽
皆
白
鳳

巢
く
ふ
禽
は
皆

白
鳳

15
來
獸
必
騶
虞

來
た
る
獸
は
必
ず
騶
虞

16
遼
俗
休
誇
豕

遼
俗

豕
を
誇
る
を
休
め
や

17
燕
丹
久
望
烏

燕
丹

久
し
く
烏
を
望
む

18
袒
裘
無
壯
臂

裘
を

袒

ぐ
も
壯
ん
な
る
臂
無
く

は
だ
ぬ

う
で

19
附
火
念
焦
顱

火
に
附
け
ば

顱

を
焦
が
す
を
念
ふ

か
し
ら

20
歌
竹
休
王
滿

竹
を
歌
ひ
て
王
滿
休
み

21
餐
毛
活
使
蘇

毛
を
餐
ら
ひ
て
使
蘇
活
く

く

い

22
亡
羊
何
可
問

亡
羊

何
ぞ
問
ふ
べ
け
ん
や

23
別
鶴
不
應
孤

別
鶴

應
に
孤
な
る
べ
か
ら
ず

24
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続
い
て
積
雪
に
よ
っ
て
様
々
な
物
が
固
有
の
色
彩
と
明
確
な
輪

郭
と
を
失
う
さ
ま
を
写
し
取
る
。
第

・

句
も
白
に
関
す
る
典

17

18

故
で
あ
る
。
第

・

句
で
雪
が
全
て
の
鳥
獣
を
瑞
鳥
、
神
獣
で

15

16

あ
る
白
鳳
や
騶
虞
（
白
地
に
黒
い
模
様
の
虎
）
に
見
せ
か
け
る
と

し
て
そ
の
偽
装
行
為
を
指
摘
す
る
の
に
続
き
、
遼
東
の
人
は
す
で

に
頭
の
白
い
豚
を
自
慢
す
る
の
を
や
め
て
い
る
し
（
『
後
漢
書
』
朱

浮
伝
［
９
］

）
、
燕
太
子
丹
も
頭
の
白
い
鴉
を
長
い
こ
と
待
ち
望
ん
だ

末
に
帰
還
を
許
さ
れ
た
の
で
（
『
燕
丹
子
』［
］

）
、
雪
が
豚
や
鴉
が

10

白
く
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
い
と
い
う
。

第

句
以
降
は
雪
や
寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ
る
者
た
ち
の
姿
を
並

19

べ
る
。
第

・

句
は
雪
に
関
す
る
故
事
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
詩

21

22

は
大
量
の
典
故
表
現
を
用
い
る
が
、
雪
と
直
接
関
わ
る
の
は
こ
の

二
句
し
か
な
く
、
独
自
の
表
現
を
追
求
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
窺

え
る
。
上
句
は
『
穆
天
子
伝
』
の
、
穆
王
が
黄
竹
の
地
で
雪
に
遭

っ
て
休
憩
し
、
凍
え
る
民
を
憐
れ
む
詩
を
作
っ
た
と
い
う
故
事
に

基
づ
く
［

］
。
謝
恵
連
「
雪
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
岐
昌
發

11

詠
於
來
思
、
姬
滿
申
歌
於
黃
竹
。
（
岐
昌
は
詠
を
來
思
〔
『
毛
詩
』
小

雅
「
采
薇
」
「
今
我
來
思
、
雨
雪
霏
霏
」
〕
に
發
し
、
姬
滿
は
歌
を
黃
竹

に
申
ぬ
。
）
」
と
引
く
た
め
、
後
の
詠
雪
詩
に
も
度
々
引
か
れ
る
。

か
さ

下
句
は
『
漢
書
』
蘇
武
伝
、
匈
奴
に
幽
閉
さ
れ
た
蘇
武
が
衣
の
毛

と
雪
を
混
ぜ
て
食
ら
い
、
生
き
長
ら
え
た
故
事
を
踏
ま
え
る
［

］
。

12

「
使
蘇
」「
王
滿
」
と
も
例
を
見
な
い
呼
称
だ
が
、
韻
字
「
蘇
」
を

句
末
に
置
き
、
対
句
を
整
え
る
た
め
「
使
者
の
蘇
武
」
「
穆
王
の
姫

満
」
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
固
有
名
詞
で
あ
る
「
黃
竹
」
の
語

も
対
句
の
た
め
分
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
原
典
の
表
現
か
ら
離
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
や
や
強
引
な
用
字
だ
が
、
典
型
的
な
故
事
だ

か
ら
こ
そ
対
句
を
整
え
韻
字
を
保
持
す
る
こ
と
を
優
先
で
き
た
の

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
既
存
の
表
現
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、
伝
統

を
踏
ま
え
て
こ
そ
可
能
な
表
現
の
限
界
を
攻
め
た
の
で
あ
る
。

靡
密
同
脂
網

靡
密
に
し
て
脂
網
に
同
じ
く

25
縈
回
似
舞
姝

縈
回
し
て
舞
姝
に
似
る

26
漸
深
由
片
片

漸

く
深
き
も
片
片
に
由
り

や
う
や

よ

27
取
重
本
銖
銖

取
り
て
重
き
も
銖
銖
に
本
づ
く

28
日
月
方
收
照

日
月

方
に

照

を
收
め

ま
さ

ひ
か
り

29
乾
坤
不
辨
隅

乾
坤

隅
を
辨
か
た
ず

わ

30
雖
輕
自
相
壓

輕
し
と
雖
も
自
ら
相
ひ
壓
し

31
更
絜
亦
終
渝

更
に
絜
く
も
亦
た
終
に
渝
は
る

き
よ

か

32雪
が
降
る
姿
を
、
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
の
雪
片
に
着
目
し
な
が
ら
繊
細

な
比
喩
で
表
現
し
、
や
が
て
降
り
積
も
っ
た
後
の
光
景
へ
と
筆
を

進
め
る
。
第

句
の
き
め
細
か
い
白
い
肌
は
積
も
っ
た
雪
全
体
を
、

25

第

句
の
ま
と
い
つ
く
よ
う
に
旋
回
す
る
舞
姫
は
雪
の
一
片
一
片

26
を
喩
え
る
。
続
く
二
句
も
、
個
々
の
雪
片
と
一
面
の
積
雪
と
の
関

係
を
述
べ
る
。
第

・

句
は
軽
い
の
に
圧
迫
し
、
潔
白
な
の
に

31

32

最
後
に
は
姿
を
変
え
て
し
ま
う
、
と
句
の
上
下
を
逆
接
の
関
係
で

繋
ぎ
、
雪
の
相
い
矛
盾
す
る
性
質
を
指
摘
す
る
。
事
物
の
容
易
に

看
取
で
き
る
外
見
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
か
ら
人
の
あ
り
方
、
世

の
あ
り
方
に
も
通
じ
る
何
ら
か
の
摂
理
を
見
出
す
姿
勢
は
、
慶
暦

後
期
に
お
け
る
梅
堯
臣
詩
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
「
雪
」
を
主
題
と
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す
る
一
連
の
作
品
群
に
も
こ
の
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

饑
虎
僵
幽
谷

饑
虎

幽
谷
に
僵
れ

た
ふ

33
游
龍
脱
勁
鬚

游
龍

勁
鬚
脱
く
ぬ

34
佳
人
調
蜜
蔗
［

］

佳
人

蜜
蔗
を
調
へ

35

13

公
子
擁
貂
狐

公
子

貂
狐
を
擁
す

36
共
是
空
囊
客

共
に
是
れ
空
囊
の
客

37
曾
非
暖
席
儒

曾
て
暖
席
の
儒
た
る
に
非
ず

38
黃
昏
特
過
我

黃
昏

特
に
我
に
過
れ
ば

よ
ぎ

39
興
與
灞
陵
俱

興

灞
陵
と
俱
に
す

と
も

40結
び
の
八
句
で
は
特
殊
な
典
故
表
現
を
用
い
る
。
近
い
時
代
の
作

品
、
逸
話
の
利
用
で
あ
る
。
第

・

句
、
龍
の
鬚
が
抜
け
る
と

33

34

い
う
の
が
唐
突
だ
が
、
韓
愈
「
苦
寒
」「
虎
豹
僵
穴
中
、
蛟
螭
死
幽

潛
。
熒
惑
喪
躔
次
、
六
龍
冰
脱
髯
（
虎
豹

穴
中
に
僵
れ
、
蛟
螭

た
ふ

幽
潛
に
死
す
。
熒
惑

躔
次
を

喪

ひ
、
六
龍

脱
髯
冰
る
）
」
か
ら

う
し
な

二
句
を
拾
い
、
厳
し
い
寒
さ
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
第

句
40

「
興
與
灞
陵
俱
」
は
唐
末
・
鄭
綮
（
？
～
八
九
九
）
の
逸
話
で
［

］
、

14

先
行
す
る
使
用
例
は
未
見
。
こ
ち
ら
も
斬
新
な
選
択
と
言
え
る
。

梅
堯
臣
自
身
に
は
早
い
も
の
か
ら
「
雪
」（
皇
祐
六
年
〔
一
〇
五
四
〕
）

「
誰
憶
新
豐
酒
、
乘
驢
灞
水
東
（
誰
か
憶
は
ん

新
豐
の
酒
を
、
驢

に
乘
ら
ん

灞
水
の
東
に
）
」
、
「
送
永
興
書
寄
王
申
」
（
嘉
祐
二
年

〔
一
〇
五
七
〕
）
「
灞
陵
十
二
月
、
風
雪
將
漫
漫
。
誰
方
策
騫
驢
、

マ
マ

舊
道
涉
古
岸
。
是
時
吟
興
愜
、
不
問
前
亭
爨
（
灞
陵

十
二
月
、
風

雪

將
に
漫
漫
た
ら
ん
と
す
。
誰
か
方
に
騫
驢
に
策
う
ち
、
舊
道

ま
さ

む
ち

古
岸
を
涉
る
。
是
の
時

吟
興

愜

け
れ
ば
、
前
亭
の
爨
ぐ
を
問

こ
こ
ろ
よ

か
し

は
ず
）
」［
］

と
、
少
し
後
の
世
代
で
は
宋
・
強
至
（
一
○
二
二
～

15

一
○
七
六
）
「
九
月
二
十
六
日
河
上
雪
」（
『
祠
部
集
』
巻
八
）
に
「
亦

欲
蹇
驢
乘
逸
興
、
灞
橋
何
處
覓
詩
翁
（
亦
た
蹇
驢
も
て
逸
興
に
乘

ぜ
ん
と
欲
す
る
も
、
灞
橋

何
れ
の
處
に
か
詩
翁
を
覓
め
ん
）
」
と

も
と

の
用
例
が
あ
り
、
梅
堯
臣
に
よ
っ
て
新
た
な
典
故
が
生
み
出
さ
れ

た
と
も
言
え
る
。

「
雪
」
と
い
う
伝
統
的
な
主
題
を
扱
う
と
き
、
従
来
な
か
っ
た

新
た
な
表
現
を
求
め
よ
う
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
梅

堯
臣
は
典
故
表
現
を
多
用
し
た
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
「
雪
」
と

結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
典
故
を
や
や
視
点
を
変
え
て

「
雪
」
と
結
び
つ
け
た
場
合
と
、
全
く
新
し
い
典
故
を
開
拓
し
た

場
合
と
が
あ
る
。

（
２
）
第
二
次
唱
和

二
回
目
の
唱
和
で
は
さ
ら
に
制
約
を
厳
し
く
す
る
。
次
韻
で
あ

る
。
ま
た
、
詩
題
に
「
京
師
」
が
加
わ
っ
て
お
り
、
韓
維
の
詩
の

内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
更
に
場
面
を
都
に
限
定
す
る
。
詩
作
の
状

況
を
も
う
一
度
整
理
す
る
と
、
押
韻
は
上
平
十
二
斉
韻
で
、
三
十

六
句
一
韻
到
底
、
原
唱
が
韓
維
「
奉
同
鄰
幾
對
」
で
、
梅
堯
臣
と

劉
敞
、
劉
攽
の
三
人
が
次
韻
す
る
。
劉
敞
の
詩
題
に
江
休
復
、
梅

堯
臣
の
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
梅
堯
臣
の
一
回
目
の
唱
和
を
言
う

か
二
回
目
の
唱
和
を
言
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
次
韻
す
る
文
字
の

処
理
が
梅
堯
臣
、
劉
敞
、
劉
攽
の
順
に
複
雑
さ
を
増
す
こ
と
か
ら
、

創
作
の
順
序
も
こ
の
通
り
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
例
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え
ば
第
８
句
、
韓
維
「
佳
氣
動
烝
黎
」
梅
堯
臣
「
資
農
必
慰
黎
」

が
い
ず
れ
も
民
衆
の
意
味
な
の
に
対
し
、
劉
敞
「
壤
色
變
玄
黎
」

は
黒
色
の
意
味
で
、
劉
攽
「
天
通
憶
命
黎
」
は
『
尚
書
』
呂
刑
「
乃

命
重
黎
、
絶
地
天
通
、
罔
有
降
格
。（
乃
ち
重
・
黎
に
命
じ
て
、
地

天
の
通
を
絶
ち
、
降
格
す
る
こ
と
有
る
罔
か
ら
し
む
。
）
」
を
踏
ま

な

え
、
人
名
と
し
て
用
い
る
。
第

句
「
圭
」
も
、
韓
維
、
梅
堯
臣
、

10

劉
敞
が
玉
器
の
圭
と
し
て
用
い
る
の
に
対
し
、
劉
攽
は
「
刀
圭
」

と
し
て
、
薬
を
盛
る
匙
の
意
味
に
用
い
る
。
先
行
す
る
作
と
の
重

複
を
避
け
る
た
め
、
後
に
な
る
ほ
ど
無
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
年
齢
的
に
も
、
ま
た
当
時
の
次
韻
唱

和
に
お
い
て
梅
堯
臣
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
考
え
て
も
［

］
、
梅
堯
臣
が
率
先
し
て
次
韻
を
始
め
た

16

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
特
定
は
で
き
な
い
が
、
ひ
と
ま

ず
韓
維
一
人
の
詩
を
踏
ま
え
て
創
作
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

梅
堯
臣
の
韻
字
の
使
い
方
に
は
あ
ま
り
無
理
が
感
じ
ら
れ
な
い

が
、
で
き
る
だ
け
原
唱
と
の
重
複
を
避
け
た
方
が
良
か
っ
た
だ
ろ

う
。
同
じ
文
字
で
あ
っ
て
も
原
唱
か
ら
大
き
く
意
味
を
変
え
て
い

る
所
に
、
や
は
り
斬
新
な
表
現
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
一
作
目

よ
り
も
特
殊
な
、
あ
る
意
味
奇
怪
と
も
言
え
る
よ
う
な
表
現
も
見

ら
れ
る
。

「
次
韻
和
韓
持
國
京
師
雪
」［
］
17

１
寒
威
無
遠
近

寒
威

遠
近
無
く

２
素
色
混
高
低

素
色

高
低
を
混
じ
ふ

３
玉
路
平
何
廣
［

］

玉
路

平
ら
か
に
し
て
何
ぞ
廣
き

18

４
天
形
浩
莫
倪

天
形

浩
く
し
て
倪
莫
し

き
は

５
壓
階
寧
辨
玉

階
を
壓
し
て
寧
ぞ
玉
を
辨
か
た
ん
や

わ

６
封
谷
不
須
泥

谷
を
封
ざ
す
に
泥
を
須
ひ
ず

と

も
ち

７
殄
厲
非
乖
候

厲

を
殄
く
し
て
候
に
乖
く
に
非
ず

え
や
み

つ

そ
む

８
資
農
必
慰
黎

農
を
資
け
て
必
ず
黎
を
慰
む

た
す

第
６
句
は
韻
字
の
「
泥
」
に
つ
い
て
韓
維
「
清
衢
凍
不
泥
（
清

衢

凍
り
て
泥
あ
ら
ず
）
」
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、「
封
泥
」（
書

簡
の
結
び
目
に
封
を
す
る
泥
）
を
発
想
し
た
の
だ
ろ
う
。
封
泥
を

守
り
の
堅
さ
の
比
喩
に
用
い
た
『
後
漢
書
』
隗
囂
伝
に
見
え
る
「
〔
王

元
曰
〕
元
請
以
一
丸
泥
爲
大
王
東
封
函
谷
關
。
此
萬
世
一
時
也
。

（
〔
王
元
曰
く
〕
元

請
ふ

一
丸
の
泥
を
以
て
大
王
の
爲
に
東
の
か

た
函
谷
關
を
封
ぜ
ん
こ
と
を
。
此
れ
萬
世
の
一
時
な
り
。
）
」
と
い

う
故
事
を
用
い
て
、
谷
を
封
鎖
し
て
し
ま
う
雪
を
描
き
出
し
た
。

封
泥
の
よ
う
に
守
り
の
堅
い
雪
と
い
う
、
韻
字
の
固
定
が
な
け
れ

ば
逆
に
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
比
喩
を
生
み
出
し
て
い
る
。
や
や

強
引
な
関
連
づ
け
で
は
あ
る
が
、
次
韻
と
い
う
縛
り
が
新
た
な
典

故
表
現
開
拓
の
可
能
性
を
高
め
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

９
大
輸
中
府
帛

大
い
に
中
府
の
帛
を
輸
り

お
く

雜
有
上
公
圭

雜
ふ
る
に
上
公
の
圭
有
り

ま
じ

10
星
弁
交
光
衆

星
弁

光
を
交
へ
て
衆
く
し

お
ほ

11
珠
旒
動
影
迷

珠
旒

影
を
動
か
し
て
迷
は
す

12
淩
波
妃
度
洛

波
を
淩
ぎ
て
妃

洛
を
度
り

わ
た

13
銷
鼎
士
烹
齊

鼎
に
銷
え
て
士

齊
に
烹
ら
る

き

に

14
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工
鏤
蹲
奇
獸
［

］

工
み
に
鏤
り
て
奇
獸
を
蹲
ら
せ

ゑ

15

19

鮮
粧
印
女
奚

鮮
か
に

粧

ひ
て
女
奚
に
印
す

よ
そ
ほ

16
簾
開
白
羽
扇

簾
は
開
く

白
羽
の
扇

17
橋
跨
半
輪
霓

橋
は
跨
ぐ

半
輪
の
霓に
じ

18韓
維
が
宮
廷
の
様
子
を
う
た
っ
た
句

～

「
賀
瑞
彤
墀
集
、
淩

13

16

寒
玉
仗
齊
。
御
筵
開
省
戶
、
賜
醴
走
宮
奚
（
瑞
を
賀
し
て
彤
墀
に

集
ひ
、
寒
を
淩
ぎ
て
玉
仗

齊

ふ
。
御
筵

省
戶
を
開
き
、
賜
醴

と
と
の

宮
奚
走
る
）
」
を
承
け
て
、
梅
堯
臣
は
宮
中
の
事
物
全
て
を
雪
と
の

共
通
点
や
雪
に
よ
る
比
喩
を
用
い
て
表
現
す
る
。

・

「
淩
波

13

14

妃
度
洛
、
銷
鼎
士
烹
齊
」
は
、
韻
字
「
斉
」
の
用
い
方
を
韓
維
と

は
変
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
、
地
名
の
意
味
を
選
択
し
、
第
13

句
に
は
配
す
る
に
知
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
「
洛
」
を

用
い
た
。
斉
の
地
に
関
わ
る
雪
と
し
て
典
故
表
現
を
発
想
す
る
の

は
自
然
だ
が
、
湯
に
落
ち
て
消
え
て
い
く
雪
を
煮
殺
さ
れ
る
人
物

に
喩
え
る
と
い
う
発
想
は
独
創
的
で
あ
る
。「
斉
」
に
対
し
て
「
洛
」

を
配
し
た
た
め
、
第

句
の
「
洛
」
に
ま
つ
わ
る
典
故
を
「
雪
」

13

と
結
び
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
曹
植
「
洛
神
賦
」
に
は

原
文
に
雪
に
関
す
る
表
現
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
こ
ち
ら
か
ら

発
想
し
、
水
に
関
わ
る
共
通
点
か
ら
第

句
の
描
写
に
至
っ
た
の

14

だ
ろ
う
［

］
。
韓
維
の
句
頭
「
淩
寒
」
も
発
想
を
助
け
た
の
か
も
し

20

れ
な
い
。
同
じ
字
を
用
い
た
「
淩
波
」
の
語
は
「
洛
神
賦
」
の
表

現
（
原
文
は
「
陵
波
」）
を
ほ
ぼ
直
接
引
く
か
ら
で
あ
る
。
洛
水
を

渡
る
女
神
を
雪
に
喩
え
る
原
典
の
表
現
を
逆
転
さ
せ
、
洛
水
の
上

を
舞
い
飛
ぶ
雪
を
女
神
に
喩
え
た
。
韻
字
、
対
句
、
さ
ら
に
原
唱

の
表
現
と
い
っ
た
様
々
な
条
件
の
下
、
水
面
上
の
雪
と
『
史
記
』

に
描
か
れ
た
酈
食
其
の
最
期
と
の
共
通
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
る

［

］
。

21

走
吠
生
氂
犬

走
り
吠
ゆ

氂

を
生
ぜ
し
犬

に
こ
げ

19
姦
埋
縮
殼
蠵

姦
は
埋
む

殼
に
縮
ま
り
し

蠵

う
づ

お
ほ
が
め

20
力
狂
墀
下
馬

力

狂
な
り

墀
下
の
馬

21
聲
噤
樹
頭
雞

聲

噤
む

樹
頭
の
雞

22
團
綴
花
爭
發

團
ま
り
綴
り
て
花

爭
ひ
て
發
き

あ
つ

ひ
ら

23
燖
庖
羜
已
刲

燖
て
庖
き
て

羜

已
に
刲
か
る

に

や

こ
ひ
つ
じ

さ

24
第

・

句
の
典
故
表
現
も
特
殊
で
あ
る
。「
蠵
」
は
十
八
の
韻

19

20

字
の
中
で
特
に
用
例
の
少
な
い
文
字
で
あ
る
。
亀
に
関
す
る
韓
愈

の
詩
句
「
烏
龜
怯
姦
怕
寒
、
縮
頸
以
殼
自
遮
（
烏
龜

姦
に
怯
え
寒

を
怕
れ
、
頸
を
縮
め
て
殼
を
以
て
自
ら
遮
る
）
」
（
「
月
蝕
詩
效
玉

お
そ

く
び

川
子
作
」
）
を
援
用
し
た
の
は
、
韓
維
詩
の

・

「
山
號
悲
虎
兕
、

19

20

淵
伏
怯
龜
蠵
」
が
韓
愈
の
同
詩
及
び
「
詠
雪
贈
張
籍
」
「
龍
魚
冷
蟄

苦
、
虎
豹
餓
號
哀
（
龍
魚

冷
た
く
し
て
蟄
る
る
に
苦
し
み
、
虎

か
く

豹

餓
え
て
號
く
こ
と
哀
し
）
」
に
類
似
す
る
の
で
、
そ
れ
を
承
け

な

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
自
身
が
前
作

・

「
饑
虎
僵
幽

33

34

谷
、
游
龍
脱
勁
鬚
」
で
韓
愈
の
「
苦
寒
」
詩
を
引
い
た
こ
と
か
ら

の
発
想
だ
ろ
う
か
。
月
を
食
う
蝦
蟇
の
凶
行
に
怯
え
る
玄
武
の
よ

う
に
、
雪
の
猛
威
に
怯
え
て
縮
こ
ま
っ
た
大
亀
は
、
凶
悪
な
ほ
ど

に
降
り
積
も
る
雪
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

対
句
に
は
柳
宗
元
「
答
韋
中
立
論
師
道
書
」「
前
六
七
年
、
僕
來
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南
。
二
年
冬
、
幸
大
雪
、
踰
嶺
被
南
越
中
數
州
。
數
州
之
犬
、
皆

蒼
黃
吠
噬
、
狂
走
者
累
日
、
至
無
雪
乃
已
。
（
前
六
七
年
、
僕

南

に
來
る
。
二
年
の
冬
、
幸
ひ
に
大
い
に
雪
ふ
り
、
嶺
を
踰
え
て
南

越
中
の
數
州
を
被
ふ
。
數
州
の
犬
、
皆
蒼
黃
と
し
て
吠
噬
し
、
狂

お
ほ

走
す
る
者
累
日
、
雪
無
き
に
至
り
て
乃
ち
已
む
。
）
」
嶺
南
の
地
の

こ
と

犬
が
雪
に
驚
き
、
吠
え
て
駆
け
回
る
と
い
う
典
を
用
い
る
。「
縮
殼
」

に
対
応
す
る
「
生
氂
」
と
は
、
『
後
漢
書
』
岑
彭
伝
に
そ
の
善
政
を

賛
美
す
る
民
衆
の
歌
と
し
て
「
狗
吠
不
驚
、
足
下
生
氂
。
（
狗

吠

ゆ
る
も
驚
か
ず
、
足
下
に

氂

を
生
ず
。
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え

に
こ
げ

る
。
李
賢
注
は
「
氂
、
長
毛
也
。
犬
無
追
吠
、
故
足
下
生
氂
。（
氂
、

長
毛
な
り
。
犬

追
い
て
吠
ゆ
る
無
く
、
故
に
足
下
に

氂

を
生

に
こ
げ

ず
。
）
」
と
す
る
。
平
素
は
大
人
し
い
長
毛
の
犬
す
ら
も
、
雪
に
驚

き
吠
え
て
走
り
回
る
と
い
う
。
韓
維
は
二
句
と
も
が
厳
し
い
寒
さ

に
苦
し
む
生
き
物
た
ち
を
う
た
う
も
の
だ
っ
た
が
、
梅
堯
臣
は
よ

り
関
連
性
の
薄
い
二
つ
の
状
況
を
描
き
出
す
。
韓
愈
の
詩
に
対
し

て
柳
宗
元
と
い
う
、
同
時
代
の
、
共
に
古
文
家
と
し
て
知
ら
れ
る

人
物
の
、
し
か
も
雪
に
関
わ
る
文
を
配
し
、
よ
り
整
っ
た
対
句
を

作
っ
て
技
量
を
見
せ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
唱
和
を
繰
り
返
す
中
で
、

表
現
が
練
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
が
分
か
る
。

先
行
作
品
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
事
物
を
詠
じ
る
時
、
典
故
を

用
い
よ
う
と
す
れ
ば
、
詩
や
賦
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
文
献
か
ら

材
料
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
比
較
的
近
い
時
代
の
作
品
や
、
散

文
や
小
説
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
用
い
た
典
故
表
現
は
、

慶
暦
後
期
の
詩
作
と
同
じ
方
向
性
を
も
つ
。

獵
人
初
逐
跡

獵
人

初
め
て
跡
を
逐
ひ

25
饑
鳥
未
辭
棲

饑
鳥

未
だ
棲
を
辭
せ
ず

26
凍
酒
誰
能
貰

凍
酒

誰
か
能
く

貰

ら
ん

お
き
の

27
危
樓
不
厭
躋

危
樓

躋
る
を
厭
は
ず

の
ぼ

28
狐
冰
疑
在
耳

狐
冰

耳
に
在
る
か
と
疑
ひ

29
貍
玉
刻
成
蹄

貍
玉

刻
み
て
蹄
を
成
す

30
可
席
纖
腰
舞
［

］

席
と
す
べ
く
し
て
纖
腰
舞
ひ

31

22

盈
盤
素
手
攜

盤
を
盈
た
し
て
素
手
攜
ふ

32
休
傳
上
林
雁

傳
ふ
る
を
休
め
よ

上
林
の
雁

や

33
曾
繫
子
卿
題

曾
て
繫
ぐ

子
卿
の
題
す
る
を

34
願
逐
周
王
駿

願
は
く
は
周
王
の
駿
を
逐
は
ん
こ
と
を

35
瑤
池
勝
越
溪

瑤
池

越
溪
に
勝
ら
ん

ま
さ

36第

句
以
降
は
第

句
「
危
樓
」
か
ら
の
眺
め
を
描
く
。「
狐
冰
」

29

28

は
川
の
上
に
積
も
る
雪
、
「
貍
玉
」
は
木
の
上
に
積
も
る
雪
を
そ
れ

ぞ
れ
表
現
す
る
。
前
者
は
狐
が
氷
を
渡
る
時
に
下
に
流
水
の
音
が

あ
る
か
を
聞
い
て
判
断
す
る
と
い
う
習
性
に
基
づ
く
［

］
。「
貍
玉
」

23

は
、
中
国
南
方
に
棲
息
す
る
「
玉
面
狸
」
と
い
う
顔
の
白
い
狸
で

雪
を
喩
え
た
も
の
だ
ろ
う
。「
牛
尾
狸
」
と
も
い
い
、
明
・
李
時
珍

『
本
草
綱
目
』
獣
二
・
狸
に
「
南
方
有
白
面
而
尾
似
牛
者
、
爲
牛

尾
貍
、
亦
曰
玉
面
貍
。
專
上
樹
木
食
百
果
。
冬
月
極
肥
、
人
多
糟

爲
珍
品
、
大
能
醒
酒
。（
南
方
に
白
面
に
し
て
尾
の
牛
に
似
た
る
者

有
り
、
牛
尾
貍
と
爲
し
、
亦
た
玉
面
貍
と
曰
ふ
。
專
ら
樹
木
に
上

り
て
百
果
を
食
ら
ふ
。
冬
月

極
め
て
肥
え
、
人
多
く

糟

し
て

か
す
づ
け

珍
品
と
爲
し
、
大
い
に
能
く
酒
を
醒
ま
す
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
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木
の
上
で
生
活
す
る
。
木
の
上
の
狸
が
滑
ら
な
い
よ
う
鳥
の
蹴
爪

の
よ
う
な
足
で
し
が
み
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
、
枝
に
積
も

っ
た
雪
を
比
喩
す
る
の
で
あ
る
。
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
続

集
巻
八
・
支
動
に
「
洪
州
有
牛
尾
貍
、
肉
甚
美
。
（
洪
州
〔
江
西
省

南
昌
市
〕
に
牛
尾
貍
有
り
、
肉
甚
だ
美
し
。
）
」
と
見
ら
れ
る
が
、

う
ま

詩
賦
に
先
例
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
詩
以
降
で
は
、
梅
堯
臣
自

身
が
四
年
後
の
至
和
二
年
（
一
〇
五
五
）「
宣
州
雜
詩
二
十
首
」
其

十
六
に
「
沙
水
馬
蹄
鼈
、
雪
天
牛
尾
貍
（
沙
水
に
馬
蹄
鼈
あ
り
、

雪
天
に
牛
尾
貍
あ
り
）」
と
、
故
郷
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
市
）
の
冬

の
珍
味
と
し
て
う
た
う
。
狐
と
釣
り
合
い
が
取
れ
、
雪
を
喩
え
ら

れ
る
も
の
を
探
し
て
、
書
物
と
い
う
よ
り
も
自
身
の
知
識
の
中
か

ら
引
っ
張
り
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
劉
敞
「
送

南
昌
郭
主
簿
」（
『
公
是
集
』
巻
十
九
）
に
も
「
貍
品
牛
尾
貴
、
茶
牙

鷹
瓜
長
（
貍
の
品
は
牛
尾
貴
く
、
茶
の
牙
は
鷹
瓜
長
た
り
）」
と
見

め

え
る
の
で
、
前
後
関
係
は
不
明
な
が
ら
共
有
さ
れ
て
い
た
知
識
な

の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
詩
に
初
め
て

持
ち
込
む
物
に
よ
っ
て
比
喩
を
行
う
と
い
う
の
は
、
前
作
よ
り
も

更
に
思
い
切
っ
た
表
現
で
あ
る
。
受
け
手
の
意
表
を
突
く
よ
う
な

技
巧
と
斬
新
さ
を
狙
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
以
降
は
韓
維
の
次
の
よ
う
な
結
び
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
。

吾
交
情
不
薄

吾
が
交

情

薄
か
ら
ず

31
今
日
手
同
攜

今
日

手
同
に
攜
ふ

と
も

32
酒
撥
新
醅
酌

酒
は
新
醅
を
撥
し
て
酌
み

33
詩
看
本
字
題

詩
は
本
字
を
看
て
題
す

34
優
游
無
不
可

優
游
し
て
可
な
ら
ざ
る
無
く
ん
ば

35

何
必
剡
中
溪

何
ぞ
必
ず
し
も
剡
の
中
溪
に
あ
ら
ん

36結
び
は
『
世
説
新
語
』
任
誕
に
見
え
る
、
友
を
訪
ね
て
剡
渓
を
行

き
、
会
わ
ず
に
帰
る
王
子
猷
の
故
事
を
用
い
る
［

］
。
我
々
の
集
い

24

は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
か
ら
、
ど
う
か
途
中
で
帰
っ
た
り
せ
ず
に
、

会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
と
江
休
復
を
誘
う
の
で
あ
る
。
王
子
猷
の

故
事
は
月
並
み
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
梅
堯
臣
は
、

蘇
武
の
よ
う
に
手
紙
に
託
す
の
は
や
め
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
西

王
母
と
の
宴
会
の
よ
う
に
皆
で
集
ま
り
た
い
の
だ
が
な
あ
、
と
渋

っ
て
み
せ
る
。
蘇
武
と
周
穆
王
の
典
故
を
用
い
る
が
［

］
、
前
掲
の

25

作
に
見
た
と
お
り
、
雪
と
直
接
繋
が
る
の
は
蘇
武
「
餐
氈
」
の
故

事
、
穆
王
「
黄
竹
」
の
故
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
引
く
蘇
武
が
雁
に

託
し
た
手
紙
、
穆
王
の
漫
遊
や
瑤
池
で
の
西
王
母
訪
問
は
、
雪
と

は
関
係
が
な
い
。
自
身
の
前
作
を
経
由
す
る
こ
と
で
、
間
接
的
に

雪
と
い
う
主
題
に
繋
げ
て
い
る
。「
越
溪
」
は
西
施
が
薄
絹
を
洗
濯

し
た
川
の
名
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
韓
維
の
結
び
の
句

を
承
け
て
、
剡
渓
を
指
す
。
山
陰
は
越
な
の
で
、
言
い
換
え
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
も
一
首
目
の
唱
和
で
見
た
の
と
同
様
、
典
型
的
だ

か
ら
こ
そ
可
能
な
、
原
典
の
突
き
放
し
方
だ
と
言
え
る
。

文
献
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
知
識
を
基
に

し
て
比
喩
表
現
を
生
み
出
す
、
自
身
の
作
を
媒
介
に
し
て
主
題
と

典
故
を
結
び
付
け
る
な
ど
、
前
作
よ
り
も
一
層
「
雪
」
と
い
う
主

題
か
ら
の
飛
躍
が
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
韻
と
い
う
縛

り
が
通
常
と
は
異
な
る
発
想
を
促
す
。
制
限
の
中
か
ら
ひ
ね
り
出

さ
れ
る
、
時
に
自
ら
の
想
定
を
も
外
れ
た
表
現
を
皆
で
楽
し
む
の

で
あ
る
。
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三

慶
暦
後
期
と
の
比
較

以
上
で
見
て
き
た
詩
の
作
り
方
、
楽
し
み
方
は
、
慶
暦
後
期
の

詩
作
と
比
べ
た
と
き
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど

の
点
が
変
化
し
、
ど
の
点
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。「

和
道
損
喜
雪
」（
慶
暦
六
年
）［
］
26

１
密
雪
已
迎
臘

密
雪

已
に
臘
を
迎
へ

２
隨
風
來
拂
巾

風
に
隨
ひ
來
た
り
て
巾
を
拂
ふ

３
偏
知
寒
夜
屋

偏
へ
に
寒
夜
の
屋
を
知
り
て

ひ
と

４
不
管
醉
歸
人

醉
歸
の
人
を
管
け
ず

か

５
暗
積
空
庭
合

暗
か
に
積
も
り
て
空
庭
に
合
ひ

ひ
そ

６
偷
裝
衆
樹
新

偷
か
に

裝

ひ
て
衆
樹
新
た
な
り

ひ
そ

よ
そ
ほ

７
沃
田
將
望
歲

田
に
沃
げ
ば
將
に
歲
を
望
ま
ん
と
し

そ
そ

８
壓
癘
且
忘
貧

癘

を
壓
す
れ
ば
且
く
貧
を
忘
る

え
や
み

９
薄
厚
曾
無
意

薄
厚

曾
て
意
無
き
も

飄
揚
似
有
因

飄
揚

因
有
る
に
似
る

よ
し

10
既
能
先
覆
物

既
に
能
く
先
ん
じ
て
物
を
覆
へ
ば

11
乃
見
未
饒
春

乃
ち
見
る

未
だ
春
に
饒
ら
ざ
る
を

ゆ
づ

12
作
陣
從
天
落

陣
を
作
り
て
天
從
り
落
つ
る
も

よ

13
何
功
得
地
均

何
の
功
あ
り
て
か
地
の
均
し
き
を
得
ん

ひ
と

14
暫
欣
供
一
賞

暫
く
一
賞
に
供
す
る
を

欣

ば
ん

よ
ろ
こ

15
惜
逐
馬
蹄
塵

惜
し
む
ら
く
は
馬
蹄
の
塵
を
逐
は
ん
こ
と
を

16

慶
暦
後
期
に
韓
維
ら
と
共
に
盛
ん
に
交
流
し
た
人
物
の
一
人
、

王
沖
（
生
没
年
不
詳
）
と
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
長
篇

の
五
言
排
律
で
あ
る
。
五
言
排
律
の
唱
和
と
い
う
点
で
右
に
検
討

し
た
皇
祐
年
間
の
作
と
同
じ
だ
が
、
詩
の
作
り
方
は
大
き
く
異
な

る
。
こ
の
詩
で
典
故
ら
し
き
表
現
と
い
え
ば
、
第
４
句
の
「
醉
歸

人
」
く
ら
い
で
あ
る
。
前
節
で
挙
げ
た
王
子
猷
の
故
事
が
意
識
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
人
物
の
か
ぶ
る
「
巾
」
に
は
陶
淵
明
の
よ
う
な

隠
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
だ
ろ
う
［

］
。
と
は
い
え
、
漠
然
と
し
た

27

イ
メ
ー
ジ
が
連
想
で
き
る
程
度
で
、
あ
か
ら
さ
ま
に
出
典
を
踏
ま

え
た
言
葉
は
用
い
な
い
。

本
作
に
は
虚
詞
の
使
用
が
目
立
つ
。
３
・
４
「
偏
知
」「
不
管
」

は
「
た
だ
～
知
る
だ
け
で
、
…
…
は
気
に
し
な
い
」、

・

「
既

11

12

能
」
「
乃
見
」
は
「
～
で
き
る
の
で
、
そ
こ
で
…
…
が
分
か
る
」
の

よ
う
に
、
虚
詞
を
呼
応
さ
せ
て
関
係
性
が
補
足
さ
れ
て
お
り
、
散

文
的
で
あ
る
。
７
・
８
「
將
」
は
夜
が
明
け
た
後
の
状
況
を
、「
且
」

は
仮
初
め
に
短
期
間
だ
け
存
在
す
る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
、

句
の
中
で
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
動
詞
＋
目
的
語
の
形

を
取
る
な
ど
し
て
、
一
字
一
語
の
構
造
が
多
用
さ
れ
る
。
十
六
句

中
、
五
字
が
全
て
語
と
し
て
独
立
し
て
い
る
の
は
三
聯
あ
る
。
７
・

８
「
沃
田
」
は
、
肥
沃
な
田
畑
と
い
う
意
味
で
名
詞
的
に
多
く
用

い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
対
句
か
ら
考
え
て
「
沃
」
は
動
詞
で
あ

る
。

・

「
既
能
先
覆
物
、
乃
見
未
饒
春
」
虚
詞
が
重
ね
ら
れ
、

11

12

「
覆
物
」「
饒
春
」
も
頻
繁
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
語
で
は
な
く
、
関

係
性
が
摑
み
づ
ら
い
。

・

「
得
地
均
」
も
同
様
の
読
み
づ
ら

13

14

さ
が
あ
る
。
皇
祐
の
一
首
目
に
お
い
て
一
句
す
べ
て
が
一
音
節
語
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だ
け
で
構
成
さ
れ
た
句
は
、
三
十
六
句
中
で

・

「
騁
巧
能
藏

13

14

醜
、
論
功
解
飾
枯
」

・

「
雖
輕
自
相
壓
、
更
絜
亦
終
渝
」
わ

31

32

ず
か
に
二
聯
で
、
語
と
語
の
関
係
性
に
難
解
な
点
は
な
い
。
逆
に
、

皇
祐

・

「
庭
槐
／
高
／
臃
腫
、
屋
蓋
／
素
／
模
胡
」
や

・

11

12

33

「
饑
虎
／
僵
／
幽
谷
、
游
龍
／
脱
／
勁
鬚
」、

・

「
佳
人
／

34

35

36

調
／
密
蔗
、
公
子
／
擁
／
貂
狐
」
の
よ
う
に
一
句
中
に
二
音
節
語

が
ふ
た
つ
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
句
は
、
慶
暦
の
排
律
の
方
に
は
見

え
な
い
。
総
じ
て
、
語
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
散
文
の
表
現
に
寄
っ

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。

「
揺
り
戻
し
」
は
主
題
及
び
詩
体
の
選
択
と
と
も
に
、
主
題
の

描
き
出
し
方
に
も
現
れ
て
い
る
。
律
詩
の
技
巧
を
避
け
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
利
用
す
る
方
向
へ
と
、
梅
堯
臣
の
姿
勢
が
変
化
し

た
の
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
「
揺
り
戻
し
」
の
時
期
、
中
国
古
典
詩
の
伝
統
か
ら
強

い
て
離
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
ま
り
顕
著
で
な
く
な
っ
た
こ
と

は
、
梅
堯
臣
詩
の
本
質
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
慶
暦

後
期
に
あ
り
ふ
れ
た
主
題
を
避
け
、
或
い
は
典
故
や
対
句
の
使
用

を
避
け
て
、
散
文
な
ど
の
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
陳
腐
な
表

現
を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
る
。
皇
祐
年
間
に
伝
統
的
な
方
法
を
用
い

て
行
お
う
と
し
た
こ
と
も
、
や
は
り
斬
新
な
表
現
の
追
求
で
あ
る
。

そ
の
た
め
両
時
期
の
詩
は
、
表
現
方
法
と
し
て
は
異
な
る
も
の
の
、

よ
く
見
る
と
「
雪
」
と
の
向
き
合
い
方
は
共
通
す
る
。
「
和
道
損
喜

雪
」
９
・

「
薄
厚
曾
無
意
、
飄
揚
似
有
因
」
は
、
平
等
に
降
り

10

積
も
る
さ
ま
と
、
ふ
い
に
舞
い
上
が
る
動
き
、
二
つ
の
雪
の
状
態

か
ら
「
無
意
」「
有
因
」
と
い
う
対
応
を
見
出
し
て
対
句
に
す
る
。

見
た
目
か
ら
す
ぐ
に
導
き
出
せ
る
対
照
関
係
で
は
な
く
、
雪
を
擬

人
化
し
、
そ
の
性
質
を
捉
え
直
す
と
い
っ
た
思
考
の
上
で
た
ど
り

着
く
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
典
故
表
現
と
い
う
方
法
は
採
ら

な
い
が
、「
雪
」
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
主
題
を
人
が
思
い
つ
か
な
い

よ
う
な
二
つ
の
事
柄
の
組
み
合
わ
せ
を
作
っ
て
表
し
、
陳
腐
な
表

現
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第

・

句
は
雪
が
春
よ
り
も
先
に
万
物
を
覆
い
尽
く
し
た
こ

11

12

と
で
、
雪
が
春
に
劣
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
「
未
饒
」
は

李
白
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首
」
其
三
に
「
柳
色
未
饒
秦
地
綠
、

花
光
不
減
上
陽
紅
（
柳
色

未
だ
秦
地
の
綠
に
饒
ら
ず
、
花
光

上

ゆ
づ

陽
の
紅
に
減
ら
ず
）
」
と
あ
る
よ
う
に
前
後
の
物
を
比
較
す
る
表

ゆ
づ

現
で
、
雪
も
春
も
万
物
を
覆
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
に
よ

っ
て
両
者
を
対
比
し
、
時
期
が
先
行
す
る
点
で
雪
は
春
に
劣
ら
な

い
と
い
う
。
第

・

句
で
は
、
群
が
り
落
ち
て
く
る
雪
を
軍
隊

13

14

に
擬
え
、
両
者
の
「
平
ら
か
に
す
る
」
点
に
も
共
通
性
を
見
出
す
。

こ
の
比
喩
を
更
に
展
開
し
て
、
「
し
か
し
雪
は
何
の
功
績
も
挙
げ
て

い
な
い
」
と
少
し
揶
揄
し
な
が
ら
、
文
脈
を
も
う
一
度
屈
折
さ
せ

て
「
暫
」
「
一
賞
」
、
「
ひ
と
ま
ず
」
「
わ
ず
か
ば
か
り
の
」
と
、
間

も
な
く
汚
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
雪
に
暖
か
な
目
を
向
け
る
。

「
平
」
と
い
う
積
雪
の
状
態
か
ら
の
「
平
定
」
や
「
戦
功
」
へ
の

連
想
は
、
皇
祐
の
第
一
作
で
「
積
」
と
い
う
雪
の
性
質
か
ら
「
積

甲
」
の
典
故
を
導
き
出
し
た
の
と
も
よ
く
似
て
、
一
つ
の
性
質
か

ら
考
察
を
展
開
さ
せ
て
、
簡
単
に
は
思
い
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
斬

新
な
比
喩
表
現
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

皇
祐
年
間
以
降
に
も
飼
い
猫
の
死
を
悼
む
「
祭
貓
」
詩
（
嘉
祐
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元
年
〔
一
〇
五
六
〕）
な
ど
、
慶
暦
後
期
に
盛
ん
に
う
た
わ
れ
た
よ

う
な
日
常
生
活
の
細
部
を
取
り
上
げ
る
詩
は
作
ら
れ
続
け
て
い
く
。

そ
れ
に
併
せ
て
、
伝
統
的
な
主
題
や
方
法
も
新
し
い
表
現
を
追
求

で
き
る
手
段
と
し
て
盛
ん
に
利
用
し
、
更
に
表
現
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

慶
暦
後
期
に
主
体
的
に
詠
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
「
雪
」
な

ど
の
伝
統
的
な
主
題
を
、
梅
堯
臣
は
慶
暦
を
過
ぎ
た
頃
よ
り
、
唱

和
の
作
に
限
ら
ず
繰
り
返
し
詩
作
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

慶
暦
後
期
の
詩
作
が
伝
統
の
枠
か
ら
専
ら
逸
脱
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
と
、
表
面
的
に
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
皇
祐

年
間
の
詩
作
は
、
た
だ
単
純
に
伝
統
に
回
帰
し
よ
う
と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
古
来
う
た
い
継
が
れ
て
き
た
主
題
に
対
し
て
、

律
詩
の
表
現
技
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
表
現
を
追
求
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
梅
堯
臣
は
、
主
題
と
な
る
事
物
に
従
来
は
直
接

結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
典
故
を
、
視
点
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
敢
え
て
結
び
つ
き
を
作
り
出
し
た
。
ま
た
、
彼
に
と

っ
て
近
い
時
代
で
あ
っ
た
唐
代
の
文
献
や
自
身
の
見
聞
か
ら
清
新

な
詩
的
言
語
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
い
わ
ば
次
の

時
代
の
新
し
い
典
故
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

慶
暦
後
期
の
詩
作
も
皇
祐
の
詩
作
も
、
陳
腐
を
避
け
、
斬
新
な
表

現
を
目
指
す
と
い
う
根
本
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
伝
統
に
回
帰

し
た
よ
う
に
見
え
る
詩
作
も
慶
暦
後
期
の
試
み
の
延
長
線
上
に
あ

っ
て
、
新
し
さ
を
求
め
る
方
法
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
の
で

あ
る
。

皇
祐
以
降
も
、
新
奇
な
表
現
を
追
求
す
る
と
い
う
根
本
の
姿
勢

を
維
持
し
た
ま
ま
、
伝
統
的
な
主
題
を
敢
え
て
避
け
る
こ
と
も
な

く
、
律
詩
の
技
巧
を
効
果
的
に
用
い
る
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
回

帰
」
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
作
詩
方
法
と
、
慶
暦
後
期
と
同
様

に
従
来
の
詩
に
な
か
っ
た
主
題
を
取
り
上
げ
や
や
散
文
的
な
表
現

に
傾
く
、「
逸
脱
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
詩
作
方
法
と
が
併
存
す

る
。
或
い
は
一
篇
の
中
で
二
つ
の
方
法
が
共
に
用
い
ら
れ
、
双
方

の
要
素
が
融
合
し
互
い
が
互
い
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
例
も
見
ら

れ
る
。
梅
堯
臣
と
い
う
詩
人
が
ひ
と
つ
の
詩
境
に
満
足
し
踏
み
止

ま
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
に
楽

し
み
を
見
出
す
詩
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
梅
堯
臣
は
皇
祐
三

年
か
ら
没
年
ま
で
の
約
十
年
間
、
服
喪
を
除
く
ほ
ぼ
全
て
の
期
間

を
都
で
過
ご
し
た
。
唱
和
詩
が
大
量
に
残
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き

る
よ
う
に
、
彼
の
試
行
錯
誤
は
周
囲
の
人
物
た
ち
と
共
有
さ
れ
た

だ
ろ
う
。
個
々
の
試
み
の
様
相
と
、
他
の
詩
人
た
ち
と
の
影
響
関

係
に
つ
い
て
、
更
に
細
か
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
業
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
梅
堯
臣
詩
全
体
を
俯
瞰
す
る
視
点
を
築
き

上
げ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

注
［
１
］
梅
堯
臣
詩
の
テ
キ
ス
ト
及
び
編
年
は
朱
東
潤
『
梅
堯
臣
集
編
年
校

注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
新
一
版
。
初
版
は
一
九
八
〇

年
。
以
下
『
編
年
校
注
』）
に
従
う
。『
四
部
叢
刊
』
所
収
の
明
・
万
暦

刊
本
『
宛
陵
先
生
集
』（
以
下
万
暦
本
『
宛
陵
集
』）
を
併
せ
て
確
認
し
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た
。な

お
、
本
稿
で
引
用
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
。
二
十
四
史
は
中

華
書
局
点
校
本
、
十
三
経
は
清
・
阮
元
校
勘
『
十
三
経
注
疏
』
（
中
文

出
版
社
）
、『
文
選
』
は
胡
刻
本
を
用
い
た
。

『
燕
丹
子
』
（
程
毅
中
点
校
『
燕
丹
子
・
西
京
雑
記
』
中
華
書
局
、
一

九
八
五
年
）

『
穆
天
子
伝
』（
『
四
部
叢
刊
』
本
）

南
朝
宋
・
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
（
龔
斌
校
釈
『
世
説
新
語
校
釈
』
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

北
魏
・
酈
道
元
『
水
経
注
』
（
『
四
部
叢
刊
』
本
）

北
斉
・
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』（
『
四
部
叢
刊
』
本
）

唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
（
『
四
部
叢
刊
』
本
）

五
代
・
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
（
賈
二
強
点
校
『
北
夢
瑣
言
』
中
華
書

局
、
二
〇
〇
二
年
）

明
・
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
（
『
四
庫
全
書
』
本
）

安
旗
等
箋
注
『
李
白
全
集
編
年
箋
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
。

清
・
方
世
挙
著
、
郝
潤
華
・
丁
俊
麗
整
理
『
韓
昌
黎
詩
集
編
年
箋
注
』

中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
。

尹
占
華
・
韓
文
奇
校
注
『
柳
宗
元
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
。

宋
・
韓
維
『
南
陽
集
』（
『
四
庫
全
書
』
本
）

宋
・
劉
敞
『
公
是
集
』（
『
四
庫
全
書
』
本
）

宋
・
強
至
『
祠
部
集
』（
『
四
庫
全
書
』
本
）

宋
・
劉
攽
『
彭
城
集
』（
『
四
庫
全
書
』
本
）

※
本
稿
で
検
討
し
た
詠
雪
唱
和
は
そ
れ
ぞ
れ
『
南
陽
集
』
巻
八
、
『
公

是
集
』
巻
二
十
六
、『
彭
城
集
』
巻
十
六
所
収
。

［
２
］
拙
稿
「
慶
暦
後
期
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場
―
韓
維
と

の
応
酬
を
中
心
に
―
」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
十
三
集
、
二
〇
二

一
年
に
掲
載
予
定
）
に
て
考
察
し
た
。

［
３
］「
對
」
、「
對
雪
」
の
誤
り
か
。

［
４
］
原
唱
に
対
し
、
第
五
・
六
韻
と
第
七
・
八
韻
の
間
で
順
序
の
転
倒

が
あ
る
。

［
５
］
実
際
は
原
唱
と
同
じ
十
八
韻
。

［
６
］
宝
元
元
年
の
梅
堯
臣
の
詩
題
に
「
劉
十
秀
才
」
「
劉
弟
」
の
語
が
見

え
、
朱
東
潤
が
劉
敞
、
劉
攽
兄
弟
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

［
７
］『
編
年
校
注
』
巻
二
十
一
、
万
暦
本
『
宛
陵
集
』
巻
十
三
。

［
８
］
「
樊
崇
乃
將
盆
子
及
丞
相
徐
宣
以
下
三
十
餘
人
肉
袒
降
。
…
…
積
兵

甲
宜
陽
城
西
、
與
熊
耳
山
齊
。（
樊
崇

乃
ち
盆
子
及
び
丞
相
徐
宣
以
下

三
十
餘
人
を
將
ゐ
て
肉
袒
し
て
降
る
。
…
…
兵
甲
を
宜
陽
城
の
西
に
積

む
に
、
熊
耳
山
と
齊
し
。
）」
と
あ
る
。

［
９
］
「
往
時
遼
東
有
豕
、
生
子
白
頭
、
異
而
獻
之
。
行
至
河
東
、
見
羣
豕

皆
白
、
懷
慙
而
還
。
（
往
時

遼
東
に

豕

有
り
、
子
を
生
み
て
白
頭
な

い
の
こ

れ
ば
、
異
と
し
て
之
を
獻
ぜ
ん
と
す
。
行
き
て
河
東
に
至
り
、
羣
豕
の

皆
白
き
を
見
て
、
慙
を
懷
き
て
還
る
。
）」
と
あ
る
。

は
ぢ

［

］「
燕
太
子
丹
質
於
秦
、
秦
王
遇
之
無
禮
、
不
得
意
、
欲
求
歸
。
秦
王

10
不
聽
、
謬
言
曰
、『
令
烏
白
頭
、
馬
生
角
、
乃
可
許
耳
。』
丹
仰
天
歎
、

烏
卽
白
頭
、
馬
生
角
。
秦
王
不
得
已
而
遣
之
、
爲
機
發
之
橋
、
欲
陷
丹
。

（
燕
の
太
子
丹

秦
に
質
せ
ら
れ
、
秦
王

之
を
遇
す
る
に
禮
無
け
れ
ば
、

意
を
得
ず
し
て
、
歸
ら
ん
こ
と
を
欲
求
す
。
秦
王

聽
か
ず
、
謬
言
も

て
曰
く
、
『
烏
を
し
て

頭

を
白
か
ら
し
め
、
馬
を
し
て
角
を
生
ぜ
し

か
う
べ

む
れ
ば
、
乃
ち
許
す
べ
き
の
み
』
と
。
丹

天
を
仰
ぎ
て
歎
く
に
、
烏
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は
即
ち
頭
を
白
く
し
、
馬
は
角
を
生
ず
。
秦
王

已
む
を
得
ず
し
て
之

を
遣
る
も
、
機
發
の
橋
を
爲
り
て
、
丹
を
陷
れ
ん
と
欲
す
。
）
」
と
あ

つ
く

る
。

［

］『
穆
天
子
伝
』
巻
五
に
「
天
子
乃
休
。
日
中
大
寒
、
北
風
雨
雪
、
有

11
凍
人
。
天
子
作
詩
三
章
以
哀
民
。（
天
子
乃
ち
休
む
。
日
中

大
い
に
寒

く
、
北
風
あ
り
て
雪
雨
り
、
凍
ゆ
る
人
有
り
。
天
子

詩
三
章
を
作
り

ふ

て
以
て
民
を
哀
れ
む
。
）」
と
。
そ
の
詩
が
「
我
徂
黃
竹
」
で
始
ま
る
た

め
、
「
黃
竹
」
は
詩
の
篇
名
と
も
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
雪
賦
」
の
李

善
注
に
は
「
『
穆
天
子
傳
』
曰
、
天
子
遊
黃
臺
之
丘
、
大
寒
、
北
風
雨

雪
。
天
子
作
詩
三
章
、
以
哀
人
夫
。
我
徂
黃
竹
、
員
閟
寒
、
乃
宿
於
黃

竹
。」
と
あ
る
。

［

］「
單
于
愈
益
欲
降
之
、
乃
幽
武
置
大
窖
中
、
絕
不
飮
食
。
天
雨
雪
、

12
武
臥
齧
雪
、
與
旃
毛
幷
咽
之
。（
單
于

愈
い
よ
益
ま
す
之
を
降
さ
ん
こ

と
を
欲
し
、
乃
ち
武
を
幽
し
て
大
窖
の
中
に
置
き
、
絕
え
て
飮
食
せ
し

め
ず
。
天

雪
雨
る
に
、
武

臥
し
て
雪
を
齧
み
、
旃
毛
と
幷
せ
て
之
を
咽

ふ

の

む
。
）」
と
あ
る
。

［

］『
編
年
校
注
』
作
「
密
」
、
無
校
注
。
今
拠
万
暦
本
『
宛
陵
集
』
改
。

13
［

］
五
代
・
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
巻
七
に
「
唐
相
國
鄭
綮
、
雖
有
詩

14
名
、
本
無
廊
廟
之
望
。
…
…
或
曰
、『
相
國
近
有
新
詩
否
。
』
對
曰
、『
詩

思
在
灞
橋
風
雪
中
驢
子
上
、
此
處
何
以
得
之
。
』
蓋
言
平
生
苦
心
也
。（
唐

の
相
國

鄭
綮
、
詩
名
有
り
と
雖
も
、
本
よ
り
廊
廟
の
望
み
無
し
。
…

…
或
ひ
と
曰
く
、
『
相
國

近
ご
ろ
新
詩
有
り
や
否
や
』
と
。
對
へ
て

こ
た

曰
く
、
『
詩
思
は
灞
橋

風
雪
中

驢
子
の
上
に
在
り
、
此
の
處

何
を
以

て
か
之
を
得
ん
や
』
と
。
蓋
し
平
生
の
苦
心
を
言
ふ
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

［

］「
騫
」
疑
当
作
「
蹇
」。
校
注
云
「
詩
見
殘
宋
本
、
他
本
皆
無
。」

15

［

］
緑
川
英
樹
「
文
字
之
楽
―
梅
堯
臣
晩
年
の
唱
和
活
動
と
『
楽
』
の

16
共
同
体
―
」（
『
中
国
文
学
報
』
第
六
十
五
冊
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

［

］『
編
年
校
注
』
巻
二
十
一
。
校
注
云
「
詩
見
殘
宋
本
、
他
本
皆
無
。
」

17
［

］
校
注
云
「
『
玉
』
疑
當
作
『
王
』
。」

18
［

］
校
注
云
「
『
罇
』
疑
當
作
『
蹲
』
。」
今
拠
改
。

19
［

］
曹
植
「
洛
神
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
九
）
に
「
髣
髴
兮
若
輕
雲
之
蔽

20
月
、
飄
颻
兮
若
流
風
之
迴
雪
。
（
髣
髴
た
る
こ
と
輕
雲
の
月
を
蔽
ふ
が

若
く
、
飄
颻
た
る
こ
と
流
風
の
雪
を
迴
ら
す
が
若
し
。
）
」
と
、
ま
た
「
陵

波
微
步
、
羅
韈
生
塵
。（
波
を
陵
ぎ
て
微
步
す
れ
ば
、
羅
韈

塵
を
生
ず
。
）
」

と
あ
る
。

［

］『
史
記
』
酈
生
（
食
其
）
伝
に
「
齊
王
田
廣
聞
漢
兵
至
、
以
爲
酈
生

21
賣
己
。
…
…
齊
王
遂
亨
酈
生
、
引
兵
東
走
。
（
齊
王
田
廣

漢
の
兵
至
る

と
聞
き
、
以
爲
へ
ら
く
酈
生

己
を
賣
る
と
。
…
…
齊
王

遂
に
酈
生
を

亨
、
兵
を
引
き
て
東
に
走
る
。
）」
と
あ
る
。

に

［

］
校
注
云
「
『
席
』
疑
有
誤
。」

22
［

］『
水
経
注
』
河
水
一
に
引
く
郭
縁
生
『
述
征
記
』「
盟
津
河
津
恒
濁
、

23
方
江
爲
狹
、
比
淮
濟
爲
闊
、
寒
則
冰
厚
數
丈
。
冰
始
合
、
車
馬
不
敢
過
、

要
須
狐
行
。
云
此
物
善
聽
、
冰
下
無
水
乃
過
、
人
見
狐
行
、
方
渡
。（
盟

津
の
河
津

恒
に
濁
り
、
江
に
方
べ
て
狹
し
と
爲
し
、
淮
濟
に
比
べ
て

く
ら

闊
し
と
爲
し
、
寒
け
れ
ば
則
ち
冰

厚
さ
數
丈
な
り
。
冰

始
め
て
合
ふ

に
、
車
馬

敢
へ
て
過
ぎ
ず
、

要

ず
狐
の
行
く
を
須
つ
。
云
ふ

此
の

か
な
ら

ま

物

善
く
聽
き
、
冰
下

水
無
け
れ
ば
乃
ち
過
ぐ
と
、
人

狐
の
行
く
を

見
て
、
方
め
て
渡
る
。
）
」
、
北
斉
・
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
書
証
「
狐

は
じ

之
爲
獸
、
又
多
猜
疑
、
故
聽
河
冰
無
流
水
聲
、
然
後
渡
。
（
狐
の
獸
爲た

る
、
又
た
猜
疑
す
る
こ
と
多
く
、
故
に
河
冰
に
流
水
の
聲
無
き
を
聽
き
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て
、
然
る
後
に
渡
る
。
）」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

［

］「
王
子
猷
居
山
陰
、
夜
大
雪
。
眠
覺
、
開
室
、
命
酌
酒
、
四
望
皎
然
。

24
因
起
仿
偟
、
詠
左
思
『
招
隱
詩
』
、
忽
憶
戴
安
道
。
時
戴
在
剡
、
即
便

夜
乘
小
船
就
之
。
經
宿
方
至
、
造
門
不
前
而
返
。
人
問
其
故
、
王
曰
、

『
吾
本
乘
興
而
行
、
興
盡
而
返
、
何
必
見
戴
。
』
（
王
子
猷

山
陰
に
居

る
に
、
夜
大
い
に
雪
ふ
る
。
眠
り
覺
め
て
、
室
を
開
き
、
命
じ
て
酒
を

酌
ま
し
む
る
に
、
四
望

皎
然
た
り
。
因
り
て
起
ち
て
仿
偟
し
、
左
思

の
『
招
隱
詩
』
を
詠
じ
、
忽
ち
戴
安
道
を
憶
ふ
。
時
に
戴
は
剡
に
在
り
、

即
便
ち
夜

小
船
に
乘
り
て
之
に
就
く
。
經
宿
に
し
て
方
め
て
至
る
も
、

す
な
は

つ

は
じ

門
に
造
り
て
前
ま
ず
し
て
返
る
。
人

其
の
故
を
問
ふ
に
、
王
曰
く
、

い
た

す
す

『
吾

本

興
に
乘
じ
て
行
き
、
興
盡
き
て
返
る
、
何
ぞ
必
ず
し
も
戴

も
と

を
見
ん
や
』
と
。
）」
と
あ
る
。

［

］
『
漢
書
』
蘇
武
伝
に
「
〔
常
惠
〕
教
使
者
謂
單
于
、
言
天
子
射
上
林

25
中
、
得
雁
、
足
有
係
帛
書
、
言
武
等
在
某
澤
中
。
（
〔
常
惠
〕
使
者
を
し

て
單
于
に
謂
は
し
め
て
、
言
ふ

天
子

上
林
中
に
射
て
、
雁
を
得
る
に
、

足
に
帛
書
を
係
く
る
有
り
て
、
武
等

某
澤
中
に
在
り
と
言
ふ
と
。
）
」

か

と
、『
穆
天
子
伝
』
巻
三
に
「
乙
丑
、
天
子
觴
西
王
母
于
瑶
池
之
上
。（
乙

丑
、
天
子
觴
西
王
母
於
瑤
池
之
上
。
（
乙
丑
、
天
子

西
王
母
に
瑶
池
の

上

に

觴

す
。
）」
と
あ
る
。

ほ
と
り

さ
か
づ
き

［

］『
編
年
校
注
』
巻
十
六
、
万
暦
本
『
宛
陵
集
』
巻
二
十
九
。

26
［

］
『
宋
書
』
「
隠
逸
伝
」
陶
潜
に
「
郡
將
候
潛
、
值
其
酒
熟
、
取
頭
上

27
葛
巾
漉
酒
、
畢
、
還
復
著
之
。
（
郡
將

潛
を

候

ふ
に
、
其
の
酒
の
熟

う
か
が

す
る
に
值
へ
ば
、
頭
上
の
葛
巾
を
取
り
て
酒
を
漉
し
、
畢
は
り
て
、
還

あ

を

た
復
た
之
を
著
く
。
）」
と
あ
る
。

つ


